
１．はじめに 

独居高齢者の増加が顕著である注 1）。人口構成上そのよ

うな状況になる事は既成事実ではあるが、住まい環境や

見守り体制の準備は充分とは言えない。本論文では、厚

生労働省が提唱する「地域包括ケアシステム」の 1単位

に位置付けられる神戸市兵庫区浜山地区に於いて高齢者

介護施設を営むなかで直に得られる情報を基に少しでも

高齢者の住まいと暮らしに対し安全と安心が向上する対

策を提案できればと考えている。 

国は改正住宅セーフティネット法注 2）を 2017年秋から

運用を開始し、2020年度までに空き家 17万 5千戸の登

録を目指し、増加する空き家を活用し、独居高齢者など

の住宅確保要配慮者を支援するとしている。このことは、

「地域包括ケアシステム注 3）」の枠組みで「住まい」の項

目に「自宅」や「サービス付き高齢者向け住宅（以下、

サ高住）等」と共に、「住宅確保要配慮者向け住宅」が

加わったと考えることができる。特にこの改正法で注目

する点は共同居住型住宅（いわゆるシェアハウス）が、

登録対象の住宅形式の一つとして認められたことである。

本論文ではこの高齢者向けシェアハウスについての必要

性を論ずる。 

「地域包括ケアシステム」の「住まい」の実態に関し

て、高齢者に最前線で接しているのは、家事援助・身体

介護サービスを提供している訪問介護員（以下、ヘルパ

ー）である。そしてヘルパーからの報告によると、利用

者の多くは独居状態の女性で、かつて家族と共に暮らし

た住まいでそのまま住み続けている方が多いということ

である。この点に関して、例えば２階建て住宅で、実態

として 1階のみで暮らしていたり、アパートやマンショ

ンなどで使用していない部屋があるような場合や、介護

度が進み施設に入所するので自宅が空いてしまうなどの

場合など、それらの余分な部屋や空き家を活用して、集

まって暮らす方が高齢者にとってメリットがあるのでは

ないかと考えた。その共同居住の可能性について、ヘル

パーからそれぞれが担当する高齢者の生活実態を調べ、

高齢者向けシェアハウスの可能性を考察した。 

高齢者向けシェアハウスの可能性についての提案 
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また、増加しているサ高住との㐪いを᫂確にすること

により、多ᵝな高齢者のࢽーࢬの㑅ᢥ⫥の一つになるも

のと考える。 
 
㸰．᪤ ◊✲について 
ᐑ㔝㡰Ꮚ文⊩㸯）は、自活高齢者が㇏かな社会関ಀが営め

る共同居住についてその運営ᡭ法を論ࡌている。共同居

住が⥅続するための事例を調ᰝ分ᯒし、多くの▱見を᫂

らかにした。同年௦で集住するのではなく 60௦ 70௦ 80
௦ 90 ௦などをΰᅾで生活する「㡰㏦りのୡ௦㛫ᢇ助」
などは、運営୺体が社会福祉法人であっても᭷┈な▱見

としてཷけ入れることかできる。 
㫽ྲྀ┴༡部⏫ᮾす⏫地域᣺⯆༠㆟会の事例文⊩２）も戸建

て住宅の空き家を利活用しているࢢࢽ࣑ルー࣍ࣉームの

提案であり኱ኚཧ考になるヨみを⾜っている。 
ᑠᯘ秀ᶞ文⊩㸱）は、実㊶しているシェアハウスのアンケ

ート調ᰝから、ࠗ入居理⏤の➨ 1位は「⤒῭性」つまり
家㈤の安ࡉであったが、入居ᚋのホ౯では⤒῭性はᚋ㏥

し、「ᴦしࡉ」が㸯位になっている。また、女性を୰心

に「安心ឤ」をあࡆる者も多い。このことは、安い暮ら

しをồめつつも、それをᴦしࡉに㌿໬ࡏࡉることが可能

なことをよく♧している。࠘と㏙べている。これらのඛ

⾜◊✲では自活状態の単身高齢者が営む社会生活の㇏か

の㏣ồが୺║となっているが、本論文では௒ᚋ኱㔞࡬ࡉ

Ⓨ生が༴᝹ࡉれる介護㞴Ẹのᩆ῭をシェアハウスが担う

可能性について介護を支えているヘルパーのព見をཧ考

に᥈るヨみであり௚の◊✲にない᭷┈な提案論文である

と考えている。 
 
３．浜山地区のᴫせ 
 兵庫区浜山地区は、ྂ᮶より「኱㍯⏣のἩ」と⛠ࡉ

れṔྐⓗにも▱ྡ度の高い地域である（ᅗ㸯）。᫂἞以

㝆も㐀⯪の⏫としてᰤえ多くの労働者の生活の場であっ

た。地区は運Ἑでᅖまれて࠾り、㕲㐨は JR ࿴⏣ᓁ線と
神戸市営地下㕲ᾏᓊ線がᩜ設ࡉれている。⌧ᅾ区⏬ᩚ理

事ᴗが最⤊ẁ階にあり、ᩚ↛とした⾤㊰に┿᪂しいマン

ションや戸建て住宅が୪ࢇでいる。኱㒔市ᅪෆの ࿘㎶

の下⏫であり、᫛࿴の高度⤒῭成長を支えてきた ‴労

働者、኱௻ᴗ୰ᑠ௻ᴗの工場工員などが多く居住した場

所である。௒この地区に於いて、そのୡ௦の高齢໬が進

 。でいるࢇ
兵庫区の人口は⣙ 109,000人（H28/11/30⌧ᅾ「神戸
市⏫ูୡᖏᩘ年齢 1ṓ階⣭ู人口⤫ィ（兵庫区）」）で、

浜山地区は⣙ 11,000人、ୡᖏᩘは 5,200戸である。単身
者ୡᖏが多く、ⱝ年ᒙなどもྵめると⣙ 2,200戸になる。
地区ෆにはබ営住宅が⣙ 1,000戸ある。 

75ṓ以上のᚋᮇ高齢者人口は⣙ 2,000人で、兵庫区に
ける介護認ᐃ者ᩘの๭合で浜山地区の介護認ᐃ者ᩘを࠾

⟬ฟするとᴫࡡ 940ྡと᥎ᐃでき、要支援者は 4๭、要
介護者は㸴๭の๭合である。 
浜山地区には下グのような高齢者介護施設があり、そ

れぞれのᐃ員ᩘは⾲㸯のと࠾りである。たࡔし、これら

の施設に入所ࡉれている方の住所地は浜山とは㝈らない。 
⾲ 1 浜山地区の高齢者௓ㆤ⚟♴᪋タ㞟ィ  㸦༢఩㸸ᗋ㸧 

特ู㣴護⪁人࣍ーム 

（ᑠつᶍ特㣴ྵむ） 

施設 H 

入所 50 

ショート 20 

（㏻所） (40) 

施設 H（ϩ） 入所 25 

ᑠつᶍ多ᶵ能施設 H 
ᐟἩ 9 

（㏻所） (15) 

⪁人保೺施設 
介護⪁人保೺施設 

施設 A 

入所 100 

（㏻所） (40) 

高齢者福祉施設 施設 O 

ショート 22 

 ーム 18࣍ࣉルーࢢ

 (18) （サービス࢖ࢹ）

㏻所等を㝖いた入所者ᩘ合ィ 244 

（ ）ෆのᩘᏐは࢖ࢹサービスなどの㏻所者の人ᩘを♧す 

介護施設利用者以እの要介護者の住まいとして、サ高

住があるが、兵庫区ෆで 9施設、浜山地区ෆでは㸯施設
である。それ以እは࠾࠾むࡡ自宅ということになる。そ

してそれぞれの住まいでヘルパーの支援をཷけて生活し

ている。⌧状浜山地区でのサービス利用者は、要支援者

で⣙ 240 ྡ、要介護者で⣙ 110 ྡの合ィ 350 どと࡯ྡ
なっている注 4）。 

 

ᅗ 1 神戸市兵庫区浜山地区 ఩⨨ᅗ 
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㸲．高齢者のࡲࡍいについて 
高齢者が集まって居住する形式のものには、἞⒪やリ

ハビリを前提にしないものとしては、介護施設では、特

ู㣴護⪁人࣍ーム、認▱⑕ࢢルー࣍ࣉーム、ケアハウス

（᭷ᩱ⪁人࣍ーム）などがあり、介護施設ではない高齢

者向け㈤㈚住宅としてサ高住などがある。このサ高住に

ついては、2011年の制度施⾜から㦫␗ⓗなスࣆードで供
⤥が進み、⌧ᅾでは 21.7万戸（H29.4）をᩘえる状況で
ある。ෆᐜについては、ᅬ⏣┿理Ꮚ注㸳）が㏙べているよう

に⋢▼ΰ஺と言われる࡯ど問題点もᄇฟしている。とり

わけ最኱の࣑スマッࢳは、供⤥ഃは୙ື⏘の᭷ຠ活用目

ⓗで建設し、利用ഃは、介護施設୪みのサービスをᮇᚅ

して、入居するといったパࢱーンである。サ高住の制度

設ィに࠾いて、自活可能な高齢者を対象としているが、

実態は、特㣴のᚅᶵ所ⓗなᏑᅾとなって࠾り、要介護度

の高い方も多く居住している注 6）。この状況は、㠀ᖖに༴

㝤である。 
それを改ၿするために、提案するのが高齢者向けのシ

ェアハウスである。サ高住より介護福祉施設に㏆い位置

࡙けで、බ営住宅やマンション、戸建て住宅などを改㐀

し、3 ྡ⛬度が同居生活を࠾くるࢢࢽ࣑ルー࣍ࣉームと
なるものである。たࡔし、運営୺体は特㣴などを運営し

ている社会福祉法人が⾜うことが᮲௳となる。その理⏤

は、介護度が進ࡔࢇ場合シェアハウスでは対ᛂしきれな

い状態が᝿ᐃできるからである。基本ⓗなࣘࢽット構成

は、3部屋�3戸の 9部屋を単位として LSA（ࣛ࢖フ・
サ࣏ート・アドࢨ࢖ࣂー）を配置して、✚ᴟⓗな見守り

を⾜う体制にする。このようなヨみに対して実⌧可能か

どうかは、入居する高齢者が共同生活を営む㐺性を᭷し

ているかも㔜要である。௒ᅇの調ᰝでは、そのุᐃは、

本人ではなく➨୕者の目が必要とのุ᩿から、高齢者の

ことを཭人やぶ族でもなくᐈほⓗにุ᩿できるものとし

て担当ヘルパーに対して調ᰝした。 
 
㸳 ㄪᰝෆᐜ࡜ᅇ⟅㞟ィ 
調ᰝは、下グ調ᰝ項目がグ㍕ࡉれた調ᰝ⚊に担当ヘル

パーが利用者の状況をグ入し、ᖹ成 29 年 3 ᭶に཰集。
対象のヘルパーは同一ᴗ所所ᒓの 15 ྡに࠾㢪いし、担
当している浜山地区居住の当事ᴗ所利用者全員に当たる

ィ 91ྡ分のࢹーࢱを཰集した。 
項目は、ձ性ู、ղ年齢、ճ住居形態、մ㛫ྲྀࢱーࢹ

り、յ家族構成、ն介護度、շ࢖ࢹサービスの利用の᭷

↓、ոシェアハウス形式の共同生活が可能か、չヘルパ

ーの⿵助項目の 9項目。 
調ᰝ⤖ᯝはḟのと࠾りである。 
㸦1㸧性ู࡜ᖺ齢 
女性のẚ⋡が 73㸣。80ṓ௦が多い（⾲ 2）。 
⾲ 2 ձղ性ู࣭ᖺ齢            ༢఩㸸ே  

女 ⏨ ィ 
70ṓᮍ‶ 1 3 4 
70ṓ௦ 13 6 19 
80ṓ௦ 39 11 50 
90ṓ以上 14 4 18 
ィ 67 24 91 

㸦2㸧ఫᒃᙧែ࡜ᐙ᪘ᵓᡂ 
同居ୡᖏ者より独居ୡᖏ者が多く、全体では利用者の

45㸣がබ営住宅居住者でෆ㸶๭は独居。その 2/3が女性。
戸建て独居の 20ྡのෆ女性は 17ྡである（⾲ 3）。 
⾲ 3 ճյఫᒃᙧែ࣭ᐙ᪘ᵓᡂ        ༢఩㸸ே 

 独居 ኵ፬ ぶᏊ 
（Ꮮྵむ） 

ィ 

බ営住宅 33(22) 4(2) 4(4) 41(28) 
戸建て 20(17) 2(1) 1(1) 23(19) 
マンション 11(9) 5(3) 4(4) 20(16) 
長屋・文໬ 4(2) 1(1) 1(0) 6(3) 
その௚ 1(1)   1(1) 
ィ 69(51) 12(7) 10(9) 91(67) 

（  ）ෆは女性の人ᩘを♧す 

㸦3㸧௓ㆤᗘ࡜ᐙ᪘ᵓᡂ 
利用者の介護度の๭合はヘルパーステーションにより

特Ⰽがある。家事援助が୺か、身体介護を得ពとするか

の㐪いである。௒ᅇは、ẚ㍑ⓗ㍍度の方が多い。⾲ 4の
で要介護㸱以上で独居や要介護㸲・㸳の自宅暮らࢱーࢹ

しは᪥ᖖ生活を営むのに኱ኚཝしい状況である。 
⾲ 4 յն௓ㆤᗘ࣭ᐙ᪘ᵓᡂ         ༢఩㸸ே 
 

独居 ኵ፬ ぶᏊ 
（Ꮮྵむ） ィ 

要支援㸯 23 3 2 28 
要支援２ 27 3 1 31 
要介護㸯 7 

 
1 8 

要介護２ 3 3 1 7 
要介護㸱 6 

 
1 㸵 

要介護㸲 1 2 2 5 
要介護㸳 

 
1 2 3 

⏦ㄳ୰ 2 
  

2 
ィ 69 12 10 91 

㸦4㸧௓ㆤᗘ࣭ࢧ࢖ࢹーࣅスの฼⏝の᭷↓ 
スで施設のサービࣂサービスは、㐌にఱ度か㏦㏄࢖ࢹ

スをཷける。介護度が高い࡯ど利用ᅇᩘを増やすことが

できる。基本は᫨㣗・㢼࿅付の᪥ᖐりサービスである。
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ᘬきこもりの㜵Ṇには᭷ຠであり、᫨㣗は、高齢者にと

って一␒኱事なᰤ㣴⿵⤥である。独居者 69 ྡのෆ利用
者は 39ྡである（⾲ 5）。 
⾲ 5 նշ௓ㆤᗘ࣭ࢧ࢖ࢹーࣅスの฼⏝の᭷↓  ༢఩㸸ே 

 利用者 㠀利用者 ⥲ィ࢖ࢹ
要支援㸯 14(10) 14(13) 28(24) 
要支援２ 18(16) 13(11) 31(27) 
要介護㸯 6(5) 2(2) 8(7) 
要介護２ 3(1) 4(2) 7(3) 
要介護㸱 5(5) 2(1) 7(6) 
要介護㸲 4(1) 1(0) 5(1) 
要介護㸳 3(0) 3(0) 
⏦ㄳ୰ 1(1) 1(1) 2(2) 
⥲ィ 54(39) 37(30) 91(69) 

( )ෆのᩘ್は独居者の人ᩘを♧す 

㸦5㸧ఫᒃᙧែ࣭༠ㄪ性 
この調ᰝに࠾ける最㔜要㉁問項目のո「シェアハウス

形式の共同生活が可能か」の集ィの⤖ᯝが⾲㸴である。

23㸣にあたる 21 ྡの方が共同生活を営むことに問題は

ないとุ᩿している。 

⾲ 6 ճոఫᏯᙧែ࣭༠ㄪ性         ༢఩㸸ே 

共同可能 ୙᫂ ୙可 ⥲ィ 
බ営住宅 10 16 15 41 
戸建て 8 7 8 23 
マンション 2 6 12 20 
長屋・文໬ 1 5 6 
その௚ 1 1 
⥲ィ 21 29 41 91 

㸦6㸧㛫ྲྀ࣭ࡾᐙ᪘ᵓᡂ 
独居者の༙ᩘ以上がᗈ２ࡉDK以上の住宅であり、ᗈい

家は独居者にとって⥔ᣢにⱞ労する状況である。୙ື⏘

の活用や住み᭰えなど᳨ウする必要がある（⾲ 7）。 

⾲ 7 մյ㛫ྲྀ࣭ࡾᐙ᪘ᵓᡂ         ༢఩㸸ே 

独居 ኵ፬ ぶᏊ（Ꮮྵむ） ⥲ィ 
1K 2 2 
1DK 15 2 2 19 
1LDK 6 6 
2K 9 9 
2DK 20 5 3 28 
2LDK 4 1 5 
3K 1 1 
3DK 8 1 9 
3LDK 1 4 3 8 
4DK 1 1 
4LDK 2 2 
୙᫂ 1 1 
⥲ィ 69 12 10 91 

㸦7㸧ヘルパー⿵ຓ㡯┠ 
ᅗ２でヘルパー⿵助でᤲ㝖がᅽಽⓗに多いことが分か

る。高齢者にとってᤲ㝖∦࡙けは身体ⓗにつらいもので

ある。住宅がᗈい場合なࡉ࠾らである。シェアハウスで

集⣙できるとすると、ヘルパーの᫬㛫を௚సᴗで᭷ຠに

使うことが可能になる。 

ᅗ 2 չヘルパー⿵ຓ㡯┠㸦」ᩘの⿵ຓ㡯┠ࡾ࠶㸧 

(8)ㄪᰝ࡜ࡲめ 
ഴ向をまとめると、ձ独居ୡᖏが㠀ᖖに多いࢱーࢹ 

ことղ女性が多いことճ共同生活で࠾互いを互助するこ

とがฟ᮶る人が多いことմ独居なのに 2㛫以上の居住ス

 ースがある方が多いことյබ営住宅居住者が多いこと࣌

以上のことから、高齢者向けシェアハウスは実⌧の可

能性は高く、බ営住宅と一⯡の 必要であると考ࣉ࢖ࢱ2

えられる。また、この調ᰝに༠ຊいたࡔいたヘルパー15

ྡ全員に対し、高齢者向けシェアハウスのヨみについて

ព見を⪺いたとこࢁ 15ྡ୰ 11ྡは「㈶成」、2ྡは「᮲

௳付き㈶成」、ṧり 2ྡは、「むずかしいのでは」との

ᅇ⟅を得た。（H29.8調べ注㸵）） 

㸴．高齢者向けシェアハウスについて 
本論文で提案していることは、一⯡住宅でもබ営住宅

でも㔜要なㄢ題である独居高齢者の問題と対策について

高齢者をシェアハウスに集⣙し、互助・共助の⢭神でよ

り見守りや介護サービスをしやすくし、安心して住める

場所を⌧ᅾ住ࢇでいる場所と同ࡌᲷෆや⏫ෆにリ࣋ࣀー

ションで可能にしようというものである。 

独居高齢者のᏙ独Ṛの問題は、῝้であり、できるࡔ

け᪩ᮇの対策が必要である。Ẹ生ጤ員や介護見守りサー

ビスも人ᡭが㊊りているとは言えない。そこでシェアハ

ウス໬することにより、ルームメート同士が、࠾互いを

見守るということは、安全確認の㠃と独居生活では得ら

れなかった生きがいの一つにもなる。また、බ営住宅に

いては、Ꮩ独ṚがⓎ生した場合、その住宅は᫬には事࠾
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ᨾ住宅ᢅいとなり、ḟに入居をເ集するというᶵ会も㛫

を置くという↓㥏なことになっている。そういうᝏᚠ環

を↓くすためにも᪩ᮇにシェアハウスの実⌧が必要であ

る。集⣙がฟ᮶れば、空いた住宅に᪂たな入居者をເ集

することが可能になり、メリットは኱きい。බ営住宅２

戸を㸯単位として㸱ルームのシェアハウスをつくり、㸱

単位を 1 Ჷෆで確保することがᮃましい。බ営住宅の 1

戸当たりの㠃✚は 50 ੍以下が多く 2 戸⧅ࡆても㜵ⅆ区

⏬としては 100੍以下である。ḟのᅗ㸱のィ⏬ᅗは実㝿

のබ営住宅をサンࣉルにࣔࢹルࣛࣉンをస成した。 

ᅗ 3 බႠఫᏯᨵಟの௬᝿ࣔࢹルࣛࣉン 

もࢇࢁࡕこのような改㐀は、⾜ᨻが⾜うことであるが、

そのࢽーࢬのᢕᥱは、地域包括支援センࢱー（神戸では

「あࢇしࢇすこやかセンࢱー」）や指ᐃ居宅介護支援事

ᴗ者（神戸では「えが࠾の❆口」）にあるので༠㆟して

いく必要がある。特にබ営住宅の場合は、その入居自体

にᛂເがẅ฿し高いᢳ㑅ಸ⋡になるので、その点の制度

設ィを入ᛕに⾜う必要がある。 

ḟのᅗ㸲のィ⏬ᅗは実㝿の戸建住宅をサンࣉルにࣔࢹ

ルࣛࣉンをస成した。 

ᅗ 4 戸ᘓてఫᏯᨵಟの௬᝿ࣔࢹルࣛࣉン 

⌧ᅾは、この住宅に女性が独居状態でヘルパー支援を

利用し居住しているが、高齢なこともありᑗ᮶の建≀⥔

ᣢ⟶理についてᝎࢇでいる。㢮ఝの例は、ヘルパーより

多ᩘ報告がある。この住宅は、እほからุ᩿して᫛࿴ 56

年以前からᏑᅾするᮌ㐀２階建てで、工場㞄接の社宅で

あり、所᭷者は㞄戸をྲྀ得し 2戸 1に改㐀し暮らしてい

る。リ࣋ࣀーションに当たっては、⌧ᅾの⪏㟈基準に⪏

えるように⪏㟈改修工事が必要である。そして、ᗞに向

かって増⠏ࡉれた部分をῶ⠏し、᪂たにࢽ࢖ࢲンࢢキッ

ンとಶᐊをࢳ 1 ᐊ増⠏する。ࣛࣉンは、3 ᐊの高齢者向

けಶᐊと、２階も少しᡭを加えフェࣟーᐊとし、介護ᑓ

㛛学ᰯ生などに一ᐃの᮲௳下で◚᱁の家㈤で㈤㈚すると

いうものである。介護⫋員のᑅなどにも利用できる。 
理᝿としてはこのような、3 ᐊ型のシェアハウスを、

LSA のᣐ点を୰心に同一⏫ෆに 3 か所設けたい。බ営住

宅型とは、入居者を自⏤にເれる点が኱きく㐪うとこࢁ

である。また、空き家Ⓨ生の情報を得るᡭẁとしては、

特㣴に入居ࡉれる㝿の⪺きྲྀり項目にそのことを加え、

対ᛂを⾜いたいと考えている。 

この高齢者向けシェアハウスのヨみは、はࡌめにで㏙

べた改正住宅セーフティネット法の助成制度によるとこ

㠃✚要௳などはỴまってࡔが኱きいと考えている。まࢁ

いないようであるが、空き家利用を基本とした制度であ

るので、実⌧可能な設ᐃがᮃましい。高齢者は࣋ッドが

ዲましいのでὒᐊの௙ᵝとなる。≀入なしの場合は 8␚

⛬度、≀入付きならば㸴␚⛬度が基本となる。 

ᅗ 5 ≉㣴㸲ே㒊ᒇ ෆ㒊෗┿࡜ᖹ㠃ࣛࣉン 

ཧ考に特ู㣴護⪁人࣍ームの㸲人部屋は、ᅗ 5のよう

なࣛࣉンが一⯡ⓗに多い。高齢者にとってこの特㣴の㸲

人部屋の㸯࣋ッド区⏬が、ಶᐊとしての必要なࢽ࣑マム

㠃✚と言える。もࢇࢁࡕಶᐊ以እの共用部には、㐺ษな

ス࣌ースを確保する必要がある。 

 
㸵．ࡾࢃ࠾に 
本論文で提案している高齢者向けシェアハウスは、高

齢者の生活場所としての介護施設やサ高住を⿵᏶するも
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のという位置付けを᫂確にしたい。サ高住と利用者の⋓

得➇தを⾜うのではなく、自活ฟ᮶る高齢者は、サ高住

を㑅ᢥし、安全・安心を得たい方は高齢者向けシェアハ

ウスを㑅ᢥするという住み分けが理᝿である。著者の考

えであるが、サ高住と高齢者向けシェアハウスの㐪いを

⾲㸷に高齢者向けシェアハウスのメリット・ࢹメリット

のẚ㍑を⾲ 10にまとめた。 

⾲ 9 高齢者向けシェアハウスࢧ࡜高ఫのẚ㍑ 

 高齢者向け 

シェアハウス 

 ࡁス௜ࣅーࢧ

高齢者向けఫᏯ 

ᑐ
㇟ 

ධ
ᒃ
者 

要介護者、 

特養待機者 

医療施設から退院者 

 

基本的に自立・自活者向け 

サービス䛿、「安否確認」

「生活相談」。 

他䛿別契約 

᰿
ᣐ
ἲ 

改正住宅セーフティネット法 高齢者䛾居住䛾安定確保

に関する法律 

ධ
ᒃ
者 

㈇
ᢸ
㢠 

生活保護住宅扶助費を基

本に想定 

法䛾助成でより低減 

一般䛾ワンルームマンショ

ンと同等 

ᘓ
≀ 

ᐊ
ෆ
㠃
✚ 

地区内䛾既存住宅を改修し

て利用する。 

各部屋䛿 6畳程度 

新設が多い 

各部屋䛿、トイレキッチン風

呂付で、25㎡以上 

㣗
஦ 

共有キッチンを備えている

䛾で、特養施設と同様䛾宅

配を受け集まって食事でき

る。 

サ高住䛿施設で䛿ない䛾

で、基本䛿各自䛾部屋でと

ることになる。 

௓
ㆤ 

LSA䛾見守りを想定 

特養と連携 

在宅介護と同等 

 

ࡑ
の
௚ 

居住支援協議会等と䛾協議

により、細部を詰める必要あ

り。 

運営主体䛿、社会福祉法人 

運営主体䛿、さまざまで、社

会福祉法人䛾場合もある。 

⾲ 10 高齢者向けシェアハウスの࣓ࣜࢺࢵ࣓ࣜࢹ࣭ࢺࢵのせⅬ 

 メリット デメリット 

共

通

し

て 

互いに、生存䛾確認ができ

る。 

気が合え䜀、楽しい。 

家賃負担䛾低減が図れる。 

独居ほど個人䛾プライバシ

ーが守れない。 

食事など、ルールが難しい。

気を遣う。 

公

営

住

宅 

公営住宅内䛾住み替えが独

居者に限り可能になれ䜀、行

政にも入居者にもメリット䛿大

きい。 

コンクリート造で䛾改修䛿、

振動騒音が伴う䛾で、住民

䛾理解が必要。 

戸

建

住

宅 

2 階がある場合、高齢者䛿１

階とし、２階に介護職員が利

用するなど䛾住み分けができ

る 

所有者䛾権利調整などにつ

いて䛿、ルールをシンプル

にする必要がある。 

 

独居高齢者でもඖẼな㛫は、自活をዲみ、「人のୡヰ

にはならない」を᪨として暮らしている方が኱༙である。

そのような方にとっては、௚人と同居するなど考えもཬ

ばないし、↹わしいとឤࡌるࡔけである。しかし、体に

␗ᖖが㉳こると、⤖ᒁのとこࢁ人に㢗らࡊるを得ない状

況になる。したがって、高齢者の住まいと暮らしに対し

安全と安心が向上する対策とは、独居状態を↓くす対策

である。そして、高齢者が住み័れた⏫を㞳れることな

く、ま࡙ࡕくりで問題となっている⏫のス࣏ンࢪ໬を㜵

ためにも、空き家のⓎ生に対しそれをこのようなシェࡄ

アハウスに改修し、独居高齢者が必要な᫬には利用でき

るような環境をసることがồめられる。な࠾、シェアハ

ウス生活で対ᛂできない状況になった場合は、特㣴等࡬

の住᭰えが可能な枠組みが必要である。 

「改正セーフティネット法」はこれらを実⌧する᭷ຠ

なࢶールであるとᮇᚅできる。地域に࠾いて居住支援༠

㆟会などでの枠組みసりが㔜要である。本論文の提案が

少しでもཧ考になればᖾいである。 

 

㸺ㅰ㎡㸼 

本論文に࠾いて᰿ᖿとなす高齢者の調ᰝについてࡈ༠ຊいたࡔいた࣍

ームヘルパーのⓙᵝにឤㅰいたします。また、「あࢇしࢇすこやかル

ーム」のⓙᵝ、「えが࠾の❆口」のⓙᵝにもࡈ༠ຊឤㅰいたします。 

 

㸺ὀ㔘㸼 

注㸯）ᖹ成 28年∧高齢社会ⓑ

᭩,http://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-

016/html/zenbun/index.html 

注 2）正式ྡは「住宅確保要配慮者に対する㈤㈚住宅の供⤥のಁ進に関

する法ᚊの一部を改正する法ᚊ案」 

注 3）地域包括ケアシステム（ࣛ࢖ストᴫᛕᅗ）、

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo

/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/dl/  link1-4.pdf 

注 4）要支援者を⤫括しているのが「地域包括支援センࢱー」（神戸で

は「あࢇしࢇすこやかセンࢱー」）、要介護者を⤫括している

のが「指ᐃ居宅介護支援事ᴗ者」（神戸では「えが࠾の❆

口」）であり、それぞれの浜山地区の担当者からサービス利用

者のᩘを問い合わࡏ、ᅇ⟅いたࡔいた。（2017.8⌧ᅾ） 

注 5）ᅬ⏣┿理Ꮚ（2016）「㉸高齢໬に直㠃するᮾிᅪに࠾ける住まい

方と་⒪・介護・福祉のあり方」ࠗ᪥本୙ື⏘学会ㄅ࠘➨ 29ᕳ

➨ 2ྕ p68-72 

注 6）国ᅵ஺㏻省「サービス付き高齢者向け住宅のᩚ備等のあり方に関

する᳨ウ会 ➨㸱ᅇ㈨ᩱ・㈨ᩱ㸯㸫㸱 サービス付き高齢者向

け住宅等の㉁について」、 

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_h

ouse_fr7_000007.html 

注 7）H29.8調べ：ヘルパーはシフト໅ົ制なので 8/14㹼21᪥の 1㐌

を使い 15ྡ全員にシェアハウス例の２ࣔࢹルのᅗ㠃を提♧ㄝ᫂

し、実⌧の可ྰを問うアンケート調ᰝを⾜った。  
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